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　なお，本研究における結果の一部は，Koshinaka et al Metabolism（2009），Kawasaki et al J. 
Appl. Physiol.（2009），Kawasaki et al J. Physiol. Sci.（2010）に掲載されている．
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験内容が 3編の英語論文にまとめられて国内外の英文雑誌（Metabolism 誌 , Journal of Applied 
Physiology 誌 , Journal of Physiological Science 誌）に掲載されていることからも確認できる。また、
論文提出者である川﨑絵美は、今後、本研究内容をさらに発展させるとともに、将来的には高等教育
機関における独立した教育者・研究者として健康科学分野で活躍できる人材と判断できる。
　以上の理由に基づき、川﨑絵美の著した博士論文「身体活動が有する骨格筋インスリン抵抗性の防
止・改善効果とその機序」を新潟医療福祉大学大学院医療福祉学研究科博士論文として認める。
